
第 48 号　平成21年2月15日（4） 京都市会だより 

11月定例会で審議された市長提出議案59件と議員提出議案7件の審議結果は、次のとおりです。 
　　 （○＝賛成、×＝反対） 

自民党＝自由民主党京都市会議員団（22人）　共産党＝日本共産党京都市会議員団（20人） 
民主・都＝民主・都みらい京都市会議員団（14人）　公明党＝公明党京都市会議員団（12人） 

 審議結果 
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認　　定 

可　　決 
[付帯決議
下欄参照] 

可　　決 
[付帯決議
下欄参照] 

 

否　　決 

可　　決 

可　　決 

可　　決 

承　　認 

同　　意 

可と認める 

可　　決 
[意見書・ 
決議2･3面 
参照]

■普通決算特別委員会の審査■ 

古紙配合率100％再生紙・大豆油インクを 
使用しています 

◇　付帯決議（全文）◇ 

〔20年度病院事業特別会計補正予算〕 
　本議案は、建築後32年経過し、耐震面や療
養環境面で課題がある市立病院北館の建て替
えと本館の改修、並びに建築後の施設の維持
管理、医事業務や医療材料の調達業務などに
ついて、PFI法に基づき民間事業者と長期包
括的な事業契約を結ぶために債務負担行為を
設定するものである。 
　近江八幡市等では、病院でのPFI事業が行
き詰まったり、困難な局面を迎えている事例
が見られる。本市の計画は、これらの原因を
検証し、具体的な対策を講じたものとなって
いるが、さらに、八尾市のような順調に経過
している事例も積極的に採り入れるとともに、
各業務委員会で決定した方向性に基づいた着

実な実施と常に進ちょく状況の点検、安定し
た病院経営で市民に安心安全な医療を提供で
きる病院を目指すべきである 

  （自＝○、共＝×、民＝○、公＝○） 
 
〔崇仁市営住宅増築工事請負契約の締結〕 
　５回に及ぶ入札公告不成立という経過は、
極めて異例である。よって、京都市においては、
今後、契約の透明性を高め、説明責任を十分
に果たすよう努めるべきである。　　　　　
　　　　　　　　　　　          （全会一致） 
 

付帯決議に対し賛成＝○　 
付帯決議に対し反対＝× 
 

〕 〔 

　11月定例会では、19年度決算を審議するため、11月20日に普通決算特別委員会を設置し、

一般会計などの決算を付託し、局別の質疑や市長・副市長に対する総括質疑などの審査を行

いました。12月16日の本会議で委員長から審査の経過と結果の報告があり、報告の後、付託

決算の議決を行い、すべて認定しました。 

１ 9 年 度  
決 算  

特別会計（母子寡婦福祉資金貸付事業、老人保健、中央卸売市場第一市場、中央卸売市場第二市場・と畜場、農業集落排水事業、土地区
画整理事業、市街地再開発事業、土地取得、基金、市公債） 

個人情報保護条例、国際交流会館条例、児童館及び学童保育所条例、母子福祉センター条例、道路附属物駐車場の自転車等の駐車料金に
関する条例、火災予防条例、国民健康保険条例、市長等の給与の額の特例に関する条例 

不動産の取得、工事請負契約の締結（東北部クリーンセンター整備（１号焼却炉燃焼ガス冷却設備更新）、崇仁市営住宅増築）、工事請負契約の
変更（消防活動総合センター（消防学校等）新築、消防活動総合センター（消防学校等）新築（電気設備））、工事委託契約の締結（府道中山稲荷線
西砂川橋改築）、指定管理者の指定（環境保全活動センター、京都会館、勧業館、葵児童館及び母子福祉センター、醍醐駐車場、嵯峨鳥居本町並
み保存館、醍醐交流会館、久我の杜生涯学習プラザ、景観・まちづくりセンター、東寺駅自転車等駐車場）、市道路線の認定、当せん金付証票の発
売金額、和解 

危険な気候を回避するために「気候保護法」の制定を求める意見書、原油・肥料・飼料の価格高騰に対し更なる対策を求める意見書、保育制度
改革に関する意見書、雇用政策の拡充を求める意見書、安心の介護サービスの確保を求める意見書、京都の保育水準の維持拡充を求める決議 

中央卸売市場業務条例、市営住宅条例、市立高等学校において行う京都府公立高等学校入学志願者学力検査手数料等徴収条例 

工事請負契約の締結（東山区北部小学校（仮称）及び東山区北部中学校（仮称）第一校舎新築） 

市長専決（控訴の提起） 

名誉市民の表彰、教育委員会委員の任命、京都府公安委員会委員の推薦 

人権擁護委員の推薦　2件 

定額給付金の見直しに関する意見書 

公営企業会計（病院事業） 

地域改善対策奨学金等の返還の債務の取扱いに関する条例 

京都まなびの街生き方探究館条例、教職員の給与の額の特例に関する条例 

一般会計、特別会計（市街地再開発事業、基金、市公債） 

一般会計、特別会計（国民健康保険事業、介護保険事業、駐車場事業） 

2 0 年 度  
補正予算案 

条例制定案 

条例改正案 

議 員 提 出  
議 案  
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議 案  

件　　　　　　　　　　名 

修　正　案 

原　　　案 

※ 

※ 

※　2・3面参照 

◆平成20年度一般会計補正予算 
　中小企業金融対策に要する経費のほか、

国認証等に基づく道路整備等の公共事業に

要する経費などを、国・府支出金、市債等

を財源として補正するものです。 

　補正額は95億7千5百万円です。 

◆地域改善対策奨学金等の返還の債
務の取扱いに関する条例の制定 
　自立促進援助金制度を廃止し、本市が貸

与した地域改善対策奨学金等の借受者に対

し、返還を求めることに伴い、奨学金等の

返還の債務の取扱いについて免除等の制度

を創設しようとするものです。 

（平成20年12月16日現在） 

会　派　名 議員数 電話番号 

自 由 民 主 党  
京都市会議員団 

22人 222－3718

日 本 共 産 党  
京都市会議員団 

20人 222－3728

民主・都みらい 
京都市会議員団 

14人 222－3724 

公 明 党  
京都市会議員団 

12人 222－3732

ご連絡・お問い合わせは 
市会事務局政務調査課 

1222―3697

2月定例会の会議日程（予定） 
　2月定例会は2月19日（木）から3月19日（木）まで

の予定です。 

　また、各会派の代表質疑は2月25日（水）と26日（木）

の両日、本会議場で行われる予定です。 

2月19日 10:00 本会議 議案の提案説明 

2月25日 10:00 本会議 代表質疑 

2月26日 10:00 本会議 代表質疑 

3月19日 10:00 本会議 議案の議決 

○市会ホームページでも、会議日程などを確認できます。 

　市内在住・在学の小学4～6年生の児童と保護者を対象とす

る「京都市会 親子ふれあい議場見学会」を11月3日（月・祝）

に開催しました。

20組（52名）の方々

が参加され、市会

議場などを見学し

ながら、市会の仕

組みや役割を学ば

れました。 

今回審議した主な議案の概要 


